
「結婚の自由をすべての人に」の札幌地裁判決への見解  

 

私たちは、ソーシャルワーク専門職である社会福祉士、精神保健福祉士で組

織された専門職団体です。  

私たちは、倫理綱領において「すべての人々を、出自、人種、民族、国籍、

性別、性自認、性的指向、年齢、身体的精神的状況、宗教的文化的背景、社会

的地位、経済状況などの違いにかかわらず、かけがえのない存在として尊重す

る」ことを宣言しています。  

2021 年 3 月 17 日、同性同士の結婚が認められないのは婚姻の自由を保障し

た憲法に違反するとして、札幌と帯広の 3 組 6 人の同性カップルが国を訴えた

裁判で、札幌地方裁判所は、国への賠償請求は棄却し、憲法 24 条には違反しな

いとしましたが、「法の下の平等」を定めた憲法 14 条には違反するとして、違

憲性を認めました。また、同日、国は、「他の裁判所に継続中の同種訴訟の判断

をまずは注視していきたい」とコメントを出しました。  

私たちは、同性同士の婚姻が認められないことが合理的根拠を欠く差別的取

り扱いとして違憲性を明確に認めたことを評価します。  

現在、東京地方裁判所、名古屋地方裁判所、大阪地方裁判所、福岡地方裁判

所で審理が続いており、私たちは、差別、抑圧、排除などの無い、共生に基づ

く社会正義の実現をはじめ、基本的人権が尊重される公正・公平な社会の実現

を目指し、これからも実践や活動をしていきます。  
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